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内部環境監査

製品環境委員会
技術分野での環境対応を統括

生産環境委員会
生産分野での環境対応を統括

環境機能会議
環境保全に関する方向性、方針を審議

環境保全組織

株主・投資家とともに
2017年度の取り組み報告

地球環境のために
2017年度の取り組み報告

5月、11月に東京で「決算説明会」を開催しており、機関
投資家、アナリストを対象に、当社の成長戦略について
情報提供を行っています。

情報提供の取り組み

IR活動実績（2017年度）
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株主向け報告書（6月、11月）
株主懇談会（6月）

名証IRエキスポ2017出展（7月）

決算説明会（5月、11月）
個別取材対応

とよたビジネスフェア出展（3月）
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配当金

株主様への利益還元と事業の成長および経営基盤強
化のための内部留保とを総合的に勘案し、長期にわたり
安定的な配当の継続を基本に考えています。
内部留保した資金は、将来にわたる株主利益を確保
するため、将来の事業成長のための投資および財務
体質強化に活用していきます。
2017年度配当金は前年度よりも増配し、45円とさせて
いただきました。なお、2018年度配当金は、42円を
予定しています。

・決算説明会
・工場見学会
・個別取材 など

機関投資家
（銀行、投資会社など）

個人投資家

・ウェブサイト
・名証IRエキスポ
・株主向け報告書
・大豊工業レポート
　　　　　　　など

・決算説明会
・個別取材など

株式購入
証券会社

当社のIR活動

情報提供
（アナリストレポートなど）

株式購入

情報提供
（アナリストレポートなど）
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当社は、的確かつ迅速・公平な企業情報の発信に努める
とともに、さまざまなIR活動を通じて、株主・投資家の
皆様とのコミュニケーションを積極的に行っています。

気候変動問題をはじめとした環境課題解決に向け、自動車走行時のCO2排出低減に寄与する製品の提供と、より
少ない環境負荷を目指した生産活動に取り組んでいます。

名証ＩＲエキスポ とよたビジネスフェア
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製品環境の取り組み
 ●製品に対する規制対応
 ●製品による環境貢献

生産環境の取り組み
 ●異常苦情の未然防止
 ●生産活動における
    環境改善事例

取り組みは 24ページ

取り組みは 23ページ

当社では生物多様性の保全を自然共生活動と位置付け、東海丘陵湧水湿地群の一つである矢並湿地の保全活動
に参加しています。

自然共生活動

ライトダウン相互点検

啓発活動

毎年6月を環境月間とし、さまざまな
行事を実施しています。
2017年度は省エネ相互点検会や一斉
ライトダウンを実施しました。

環境月間行事

環境保全活動を継続的に行うため、
環境教育を継続しています。
2017年度は約140名以上が受講しま
した。

環境教育
愛知県豊田市にある４事業所を中心として、2009年に豊田市と
「環境の保全を推進する協定」を締結し、協議会へ継続して参加して
います。また、トヨタ自動車（株）主導の「オールトヨタ生産環境連絡
会」にも継続して参加しています。

外部との連携

株主懇談会決算説明会 矢並湿地 保全作業の参加者 湿地の保存活動の様子
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